
富来高校、高浜高校閉校式
まちかどルポ
情報パーク
生涯学習だより

2～ 5
12 ～ 13
14 ～ 15
17 ～ 19

INDEX

しし
　かか

ShikaTown

地域と共に歩んできた富来高校と高浜高校は３月で閉校

両校の歴史と伝統は志賀高校に受け継がれていく

県立富来高校

県立高浜高校

４
20112011
№ 68№ 68



広報しか 2

　

３
月
６
日
（
日
）
に
富
来
高
校

で
、
卒
業
式
が
行
わ
れ
50
人
が
卒

業
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に

卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
長
式
辞
の
後
、
生
徒
代
表

が
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

林
亜
祐
美
さ
ん
は
「
３
年
間
で

一
番
悲
し
か
っ
た
の
は
、
入
学
式

の
時
点
で
最
後
の
卒
業
生
だ
と
決

ま
っ
て
い
た
こ
と
。
そ
れ
で
も
、

部
活
動
に
打
ち
込
ん
だ
り
、
か
け

が
え
の
な
い
友
人
を
得
た
り
、
恋

を
す
る
な
ど
学
園
生
活
を
謳
歌
し

よ
う
と
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
」
と

高
校
生
活
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

大
家
航
輝
君
は
「
伝
統
あ
る

ホ
ッ
ケ
ー
部
の
有
終
の
美
を
飾
る

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す

　

校　

歌

作
詞　

中
谷
喜
太
郎

作
曲　

須
摩　

洋
朔

妖
星
高
く
か
ゝ
る
と
も

怒
涛
に
煙
る
北
洋
の

大
空
限
る
こ
の
響

あ
ゝ
意
気
高
し
富
来
高
校

真
理
に
赤
き
血
を
求
め

泪
は
熱
く
砂
白
し

こ
の
学
び
舎
の
輝
か
に

あ
ゝ
麗
し
き
富
来
高
校

常
磐
の
松
に
篝
火
し
て
白
夜
に
燃

ゆ
る
胸
の
火
を

狂
ふ
と
人
の
言
ふ
ま
で
は

あ
ゝ
謳
は
な
ん
富
来
高
校

今
ぞ
故
郷
に
夢
多
く

瞳
を
そ
ゝ
る
能
登
が
富
士

こ
の
里
に
し
て
青
春
の

あ
ゝ
名
に
負
は
ん
富
来
高
校

地
域
と
共
に
歩
ん
で
き
た
69
年
間

多
く
の
人
に
愛
さ
れ
た
富
来
高
校
が
閉
校

る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
も
の

の
、
部
員
不
足
に
よ
っ
て
出
場
で

き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危

機
を
、
野
球
部
と
バ
ス
ケ
部
に
協

力
し
て
も
ら
い
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

出
場
で
き
ま
し
た
。
富
高
祭
も
１

学
年
し
か
い
な
い
た
め
、
後
輩
の

分
は
、
保
護
者
か
ら
の
応
援
と
協

力
を
も
ら
い
充
実
し
た
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
行
事
を
一
丸
と
な
っ

て
達
成
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

精
神
的
に
大
き
く
成
長
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
２
人
で
、「
富
来
高
校

と
い
う
ま
る
で
陽
だ
ま
り
の
よ
う

な
温
か
い
場
所
で
、
３
年
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
先

生
や
両
親
に
感
謝
の
言
葉
を
伝
え

会
場
の
涙
を
さ
そ
い
ま
し
た
。

「
最
後
の
」
卒
業
式

生徒一人ひとりに卒業証書が手渡された 感謝の言葉を述べる大家君と林さん
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富来高校の沿革

　

卒
業
式
に
続
い
て
行
わ
れ
た
閉

校
式
は
、
閉
校
記
念
事
業
実
行
委

員
会
が
呼
び
掛
け
て
、
歴
代
校

長
や
教
職
員
、
卒
業
生
な
ど
約

４
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
、
閉
校
記

念
事
業
実
行
委
員
会
委
員
長
の
寺

井
強
さ
ん
が
「
小
さ
な
町
に
高
等

教
育
を
受
け
る
場
と
し
て
富
来
高

校
が
誕
生
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
過
疎
化
、
少
子
化
の

影
響
で
、
本
日
、
閉
校
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
富
来
高
校

は
な
く
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
同

窓
生
は
先
輩
、
後
輩
と
し
て
、
先

生
方
と
は
恩
師
と
し
て
強
い
絆
で

結
ば
れ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

惜
別
の
辞
で
は
、
奥
下
雅
士
君

が
「
入
学
以
来
、何
を
し
て
も
『
最

後
の
』
と
言
わ
れ
続
け
ま
し
た
。

そ
の
と
き
は
深
く
考
え
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
閉
校
の
日
を
迎
え
、
一

つ
の
学
校
が
な
く
な
る
こ
と
の
重

さ
を
実
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
」
と
富
来
高
校
と
の
別
れ
を
惜

し
み
、「
私
た
ち
の
富
来
高
ス
ピ

リ
ッ
ト
は
志
賀
高
校
と
い
う
新
た

な
命
に
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

学
校
が
な
く
な
る
こ
と
の

重
さ
を
実
感
し
て
い
る

奥下君の惜別の辞に多くの人が涙した

全員で校歌斉唱 閉校式に訪れた卒業生たち

校旗を返納

・
富
来
高
校
の
前
身
で
あ
る
女

学
校
は
、
昭
和
16
年
12
月
に

町
立
実
科
高
等
女
学
校
と
し

て
認
可
。

・
昭
和
19
年
４
月
に
は
実
業
学

校
令
に
よ
っ
て
石
川
県
富
来

農
業
学
校
が
開
校
。

・
昭
和
23
年
に
石
川
県
富
来
高

等
学
校
の
設
置
が
認
め
ら

れ
、
昭
和
25
年
４
月
に
石
川

県
に
移
管
し
て
石
川
県
立
富

来
高
等
学
校
が
誕
生
。
当
初

は
１
５
０
人
の
生
徒
が
入

学
。

・
昭
和
45
年
に
は
第
１
体
育
館

が
完
成
し
部
活
動
に
力
を
注

げ
る
環
境
と
な
っ
た
。

・
昭
和
54
年
に
は
第
２
体
育
館

が
完
成
。

・
平
成
５
年
に
は
国
際
色
豊
か

な
人
材
を
育
成
す
る
目
的
で

県
内
で
初
と
な
る
国
際
コ
ー

ス
が
設
置
さ
れ
た
。

　

富
来
高
等
学
校
は
こ
れ
ま
で

に
７
，
６
８
９
人
の
卒
業
生
が

羽
ば
た
い
て
行
き
ま
し
た
。
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校　

歌

作
詞　

伊
馬　

春
部

作
曲　

折
本　

吉
数

玖
瑰
の
き
よ
き
香
気
と

は
ま
な
す
の
き
び
し
き
い
の
ち

身
に
ひ
め
て　

こ
こ
に
学
べ
ば

わ
が
日
日
は　

充
実
す

　
　

見
よ
日
本
海

　
　

海
阪
の
か
の
は
る
け
さ
ー

　
　

わ
き
来
た
る
無
限
の
希
望

胸
高
く
張
り　

は
げ
む
も
の

そ
の
名
も
高
き　

高
浜
の

　
　

若
人
わ
れ
ら

わ
が
母
校　

高
浜
高
校

　
　

わ
が
母
校

あ
あ

光
り
あ
れ

誉
れ
あ
れ

　
　

浦
浦
の　

栄
え
の
ま
ま
に

　
　

い
に
し
え
ゆ　

今
に
つ
づ
き
て

　
　

能
登
の
空　

と
ど
ろ
き
わ
た
る

　
　

海
鳴
り
は

　
　

わ
れ
ら
の
鼓
動

高
浜　

高
浜

　
　

あ
あ　

高
浜
の

若
き
鼓
動
よ

　
　

若
き
鼓
動
よ

46
年
間
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
高
浜
高
校

歴
史
や
伝
統
は
志
賀
高
校
に
受
け
継
が
れ
て
い
く

　

３
月
６
日(

日
）
に
高
浜
高
校

で
も
最
後
と
な
る
卒
業
式
が
行
わ

れ
、
３
年
生
48
人
は
母
校
に
別
れ

を
告
げ
ま
し
た
。

　

式
で
は
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に

卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
校
生
代
表
で
、
志
賀
高
校
２

年
の
盛
本
圭
人
君
が
「
部
活
動
や

学
校
行
事
な
ど
を
と
お
し
て
努
力

や
継
続
の
大
切
さ
を
身
を
も
っ
て

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
輩

方
か
ら
教
わ
っ
た
ハ
マ
ナ
ス
根
性

を
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
送
別
の
言

葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
卒
業
生
を
代
表
し
て

白
山
浩
貴
君
が
、
浜
高
祭
や
マ
ラ

ソ
ン
大
会
な
ど
高
校
生
活
の
思
い

出
を
話
し
、「
目
の
前
に
広
が
る

目
の
前
に
は
大
き
な
世
界

が
広
が
っ
て
い
る

大
き
な
世
界
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
す
。
将
来
へ
の
不
安
や
困

難
が
待
ち
受
け
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
共
に
学
ん
だ
友
人
た
ち
と

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
で
高
浜
高
校
は
な
く
な

り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
思
い
出
の

中
に
存
在
し
続
け
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
そ
の
魂
を
志
賀
高
校
が
受

け
継
ぎ
、
新
た
な
伝
統
を
築
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
先

生
や
両
親
か
ら
教
わ
っ
た
思
い
や

り
を
持
つ
こ
と
、
あ
き
ら
め
な
い

こ
と
、
一
生
懸
命
や
る
こ
と
な
ど

の
大
切
な
心
を
忘
れ
ず
に
そ
れ
ぞ

れ
の
進
路
に
旅
立
っ
て
い
き
ま

す
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

①卒業生一人ひとりに卒業証書が手渡されま
した。

②在校生代表で、志賀高校２年の盛本圭人君
が卒業生に送別の言葉を贈りました。

③卒業生を代表して、白山浩貴君が答辞を述
べました。

①

③

②
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・
高
浜
高
校
は
、
昭
和
40
年
４

月
に
県
立
羽
咋
高
等
学
校
高

浜
分
校
（
全
日
制
）
を
独
立

さ
せ
、
県
立
高
浜
高
等
学
校

と
し
て
発
足
。
初
年
度
の
入

学
生
は
普
通
科
１
０
０
人
、

家
政
科
50
人
。

・
昭
和
41
年
４
月
か
ら
は
家
政

科
の
募
集
を
停
止
し
、
商
業

科
を
設
置
。

・
昭
和
43
年
か
ら
校
舎
や
体
育

館
、
運
動
場
を
整
備
し
、
昭

和
46
年
11
月
に
は
新
校
舎
落

成
式
が
行
わ
れ
た
。

・
平
成
３
年
４
月
に
機
械
シ
ス

テ
ム
科
を
設
置
し
、
９
月
に

実
習
棟
が
完
成
。

・
平
成
４
年
４
月
に
商
業
科
の

募
集
を
停
止
し
、
情
報
会
計

科
を
設
置
。

・
平
成
14
年
３
月
に
情
報
会
計

科
の
募
集
を
停
止
。

　

高
浜
高
等
学
校
は
こ
れ
ま
で

に
６
，
９
４
８
人
卒
業
生
を
輩

出
し
、
46
年
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

ハ
マ
ナ
ス
の
よ
う
に
強
く

生
き
て
い
く

　

卒
業
式
の
後
、
同
窓
生
や
旧
職

員
な
ど
約
３
０
０
人
が
見
守
る

中
、
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
校
式
実
行
委
員
会
委
員
長
の

船
登
輝
久
さ
ん
が
「
か
け
が
え
の

な
い
青
春
を
過
ご
し
た
母
校
が
閉

校
式
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
閉
校
は
本
当
に
残
念
で
、
卒

業
生
の
一
人
と
し
て
深
い
悲
し
み

と
つ
ら
さ
を
感
じ
え
ま
せ
ん
。
私

た
ち
が
愛
し
て
や
ま
な
い
校
歌
が

日
本
各
地
で
歌
い
継
が
れ
て
い
く

こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

惜
別
の
言
葉
で
は
、
阿
部
竜
也

君
が
「
高
浜
高
校
の
歩
み
に
は
豊

な
自
然
と
地
域
の
方
々
の
温
か
い

支
援
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が

入
学
し
た
と
き
に
は
閉
校
が
決

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は

入
学
し
た
喜
び
や
勉
強
、
部
活
と

余
裕
が
な
く
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
３
年
生
に
な
り
高
浜
高

校
生
は
私
た
ち
48
人
だ
け
に
な
り

ま
し
た
。
高
浜
高
校
が
本
当
に
な

く
な
る
と
実
感
し
た
の
は
、
校
舎

内
の
片
づ
け
を
し
て
い
た
と
き
で

す
。
教
室
や
実
習
棟
が
少
し
ず
つ

空
っ
ぽ
に
な
っ
て
い
く
の
は
寂
し

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

貴
重
な
３
年
間
を
最
後
の
高
浜
高

校
生
と
し
て
過
ご
し
た
こ
と
は
将

来
、
意
味
の
あ
る
こ
と
に
な
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
胸

に
は
別
れ
の
寂
し
さ
と
母
校
が
な

く
な
る
無
念
さ
が
募
る
ば
か
り
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
ハ
マ
ナ
ス
の

よ
う
に
強
く
生
き
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
別
れ
を
惜
し
み
ま

し
た
。

　

校
旗
を
返
納
し
た
後
、
全
員
で

校
歌
を
歌
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
青
春

時
代
を
思
い
出
し
涙
す
る
人
も
い

ま
し
た
。

　

閉
校
記
念
事
業
と
し
て
記
念
碑

が
建
立
さ
れ
、
同
窓
会
長
で
も
あ

る
船
登
輝
久
さ
ん
と
生
徒
代
表
の

渕
端
有
里
奈
さ
ん
が
閉
校
記
念
碑

の
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高浜高校の沿革

校庭に建てられた閉校記念碑の除幕式の様子 惜別の言葉を述べ、母校との別れを惜しむ阿部竜也君
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子育て支援サービスを見直します！

　第２次集中改革プランに基づき、子どもを安心して生み育てられる子育て支援サービスを充実する

ため、結婚祝金、チャイルドシート購入費助成金、次世代育成助成金を廃止し、出産祝金の交付対象

者および交付金額を全面的に見直します。

　また、定着促進事業については、制度の内容を分かりやすくするため、多子世帯入学祝金に名称を

変更し、引き続き多子世帯の子育てに伴う経済的負担の軽減を図ります。

平成23年度からの交付内容

①町独自の出産祝金や多子世帯入学祝金の制度により、幅広く子育てを支援します。
　ただし、見直し前の祝金は現金交付でしたが、地域経済の活性化支援を図るため、志賀スタンプ会また
は富来商工会の商品券での交付に変更となります。

○出産祝金
　今回の見直しにより、新たに第１子から交付対象となります。見直し前の制度では、第３子以降を出産
した人に対して 30 万円を交付していましたが、制度全体の見直しによって 15 万円に変更となります。

交付対象者 22年度まで 23年度から
第１子を出産した人 0 円 ５万円
第２子を出産した人 0 円 10万円
第３子以降を出産した人 30万円 15万円

○多子世帯入学祝金（旧定着促進事業の名称変更）

　これまでの制度のとおり、第３子以降の子の入学時において次の祝金を交付します。

交付対象者 交　付　額
小学校に入学する子の保護者 10万円
中学校に入学する子の保護者 10万円
高等学校などに入学する子の保護者 10万円

②出産祝金の充実により、チャイルドシート購入費助成金については廃止します。
　ただし、対象となる乳幼児が、平成23年３月31日以前に出生し、過去に当事業の助成を受けていない場

合については、下記のとおり助成します。

○チャイルドシート購入費助成金(平成23年度末で制度廃止)

　６歳未満の乳幼児の保護者がチャイルドシートを購入した場合、乳幼児１人につき１台のみ、３万円を
限度に助成します。申請には、領収書および品質保証書が必要です。

お問い合わせ先

子育て支援課　児童福祉担当　☎ 32-9122

※申請手続：出産した日から30日以内に申請が必要です。

※申請手続：入学した日から30日以内に申請が必要です。
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　この修学資金制度は、町立富来病院に勤務する看護師等の確保を目的として創設されました。
　基本的に返済は免除されますが、養成施設を卒業後、１年以内に看護師等の免許を受け、直ちに町立
富来病院に就業することなどが要件となっています。
　いくつかの要件に該当しない場合は、返済していただくことになっていますので、十分に検討してか
ら申し込んでください。

１．応募資格
　　・保健師、助産師、看護師の養成施設に在学しており、卒業後、町立富来病院で看護師等業務に従

事しようとする人
　　・昭和 46 年４月２日以降に生まれた人

２．募集人員　２人

３．貸与金額　月額 50,000 円

４．提出書類
　　　申請書類は町立富来病院で交付します。志賀町ホームページでもダウンロードできます。
　　・ 看護師等修学資金貸与申請書
　　・在学する施設長（学校長）の推薦書
　　・在学する養成施設（修学年数が 1年未満の場合は卒業した高校）の成績証明書
　　・本人、保護者の世帯全員の住民票（本籍等省略しないもの）
　　・誓約書

５．修学資金を返還することが免除となる場合
　　　養成施設を卒業後１年以内に看護師等の免許を受け、直ちに町立富来病院の看護師などとなり、

引き続き５年以上勤務したとき。

６．申請期間　平成 23 年４月８日（金）～５月９日（月）

７．選考結果
　　　５月中に選考結果を通知しますが、予算に限りがありますので、応募資格を満たしていても対象
　　から外れることがありますのでご了承ください。

＜児童扶養手当＞のお知らせ

　配偶者が障害基礎年金を受給し、
18歳の年度末まで（障害のある児童は20歳未満）の子どもを扶養している人へ

　児童扶養手当は、子どもが障害基礎年金の子加算の対象である場合は支給されませんでしたが、
平成23年４月以降は、児童扶養手当額が障害基礎年金の子加算額を上回る場合においては、年
金受給権者と子どもの間に生計維持関係がないものとして取り扱い、子加算の対象としないこと
により児童扶養手当を受給することが可能となります。

　　　　　　　　　　　お問い合わせ先　子育て支援課　児童相談担当　☎32-9122

平成23年度町立富来病院看護師等修学資金の修学生を募集しています。

提出・お問い合わせ先　町立富来病院　修学資金担当　☎ 0767-42-1122( 代 )
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平成23年度から

　志賀町の行政改革の取り組みで、平成23年度からがん検診が有料となります。
受診する検診費用を確認の上、当日ご持参ください。みなさんのご理解とご協力をお願いします。
　がんが完治した人の多くは定期検診を受けています。自覚症状がなくても年に１回は受けましょう！

検　診 対象者（平成24年３月到達年齢） 内　容
料　金

集　団 医療機関

肺がん・結核

40歳以上の人 胸部レントゲン検査 200円

上記受診者で
※喫煙指数600以上の希望者

胸部レントゲン検査と
喀痰検査 400円

胃 が ん
40歳以上の人

胃バリウム検査 500円

大 腸 が ん 便潜血反応検査（2日法） 300円

前立腺がん

50歳 昭和36年4月1日～
昭和37年3月31日

採血によるPSA検査
(タンデム法） 500円

1,000円

ただし、
特定健診併
用受診者の
み実施可能

55歳 昭和31年4月1日～
昭和32年3月31日

60歳 昭和26年4月1日～
昭和27年3月31日

65歳 昭和21年4月1日～
昭和22年3月31日

子 宮 が ん

20歳以上の人 子宮入口（頸部）の細胞診検査 500円 1,000円

上記受診者のうち医師が
必要と認めた人

子宮頸部細胞診と
子宮体部の細胞診検査 2,000円

乳・甲状腺
が ん

30 ～ 39歳の人 視触診（甲状腺と乳房） 200円

40歳以上の人 視触診とマンモグラフィ検査 500円

★なお、大腸がん検診は容器未提出の場合でも料金は返金しません。必ず提出してください。

ただし、次の対象者は無料となります。検診会場受付時にお申し出ください。

１）　肝炎ウイルス検診：過去に受診していない 40 歳以上の人

２)　骨密度検診：20 ～ 70 歳の５歳刻みの人

３)　女性特有がん検診無料クーポン券対象者（事前に配付されたクーポン券を検診場所で

　　必ず提出してください）

※喫煙指数：1日の喫煙本数×喫煙年数

がん検診が有料(一部負担)になります

お問い合わせ先　保健福祉センター　がん検診担当　☎ 32-0339
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任意接種のため自費で接種していたワクチン接種について接種費用を全額助成します。
志賀町では平成23年4月1日～平成24年3月31日の期間中に接種した費用を助成します。

＜助成の対象＞
ワクチン名 助成対象 標準的な接種方法

子宮頸がん予防ワクチン
（子宮頸がんの予防に有効）

小学 6年生の女児
1回目の接種から 1カ月後に 2回目、
6カ月後に 3回目の接種

ヒブワクチン
（細菌性髄膜炎の予防に有効）

　　　※　H23.3.5 より
　　　　　接種を見合わせ中です

0 ～ 4 歳の乳幼児

2～ 6カ月：4～ 8週間隔で 3回、
　　　　　　その 1年後に 4回目の接種
7～ 11 か月：4～ 8週間隔で 2回、
　　　　　　その 1年後に 3回目の接種
1～ 4歳：1回のみ接種

小児肺炎球菌ワクチン
（肺炎球菌による肺炎の予防に有効）

　　　※　H23.3.5 より
　　　　　接種を見合わせ中です

0 ～ 4 歳の乳幼児

2～ 6カ月：27 日以上の間隔で 3回、
　その後 60 日以上あけて 4回目の接種
7～ 11 カ月：27 日以上の間隔で 2回、
　その後 60 日以上あけて 3回目の接種
1歳：60 日以上の間隔をあけて 2回接種
2～ 4歳：1回のみ接種

＜予防接種の受け方と助成方法＞
　上記の予防接種は医療機関での個別接種となります。接種を希望する人は、事前に医療機関へ連絡し、
接種日程を相談し予約してください（必ず医療機関へ予約してください）。接種日程が決まったら、保健
福祉センターで接種券の交付を受けます。その際、接種希望の医療機関をご連絡ください。母子手帳と
接種券を持参し、接種予定日に医療機関を受診して、ご希望のワクチンを接種します。
　接種券の交付を受ける前に接種を済ませた人は、払い戻しで接種費用を助成します。接種日とワクチ
ンの種類が記載された領収書、母子健康手帳の写しなど接種記録が確認できるもの、印鑑、通帳の写し
を添えて保健福祉センターへ申請してください。払い戻しによる助成の対象は、平成23年４月１日以
降の接種に限ります。また助成額の上限は町が設定する金額になりますのでご注意ください。

　高齢者インフルエンザ予防接種の一部負担金を徴収します

　町の行財政改革の取り組みにより、65歳以上の人を対象に実施しているインフルエンザ予防接
種について、平成23年度から自己負担金を徴収することになりました。みなさんのご理解とご協
力をお願いします。詳しい内容はインフルエンザ予防接種の実施前に、広報や個別通知などでご案
内します。

　※現在、ヒブワクチンおよび小児肺炎球菌ワクチンにつきまして、健康被害（死亡例を含む）が報告された
　　ため、ワクチン接種との因果関係を調査しており、全国的に接種を見合わせています（H23.3.8 現在）

任意予防接種の費用を助成します
－　子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児肺炎球菌ワクチン　－

お問い合わせ先　保健福祉センター　予防接種担当　☎ 32-0339
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•弁護士（元高等検察庁検事）
　愛知学院大学法科大学院特任教授
　國田　武二郎（堀松出身）

　東京地検、名古屋地検、横浜地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯など数多
くの事件を担当。仙台高等検察庁検事として若手検事の指導育成に
もあたる。平成15年６月、愛知県弁護士会に弁護士登録。あすなろ
法律事務所という名称で法律事務所を開設し、弁護士として活動。
また、愛知学院大学法科大学院特任教授として法科大学院で教鞭を
取っている。平成20年から愛知・三重両県の産業保健推進センター
産業保健相談員、年金記録確認愛知地方第三者委員に就任、その他、
愛知県警察学校で講師。

飲
酒
運
転
の
運
転
者
以
外
の
周
囲
の
者
の

規
制
に
つ
い
て

す
。
ま
た
、
車
両
提
供
者
も
、
同
じ
よ
う
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　
　

こ
れ
に
対
し
て
、酒
類
の
提
供
者
や
車
両
の
同
乗
者
な
ど
は
、

運
転
者
が
酒
酔
い
運
転
の
場
合
は
、
懲
役
３
年
以
下
又
は
50
万

円
以
下
の
罰
金
に
、
運
転
者
が
酒
気
帯
び
運
転
の
場
合
は
、
懲

役
２
年
以
下
又
は
30
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
但

し
、運
転
者
が
運
転
し
た
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

車
に
乗
っ
て
き
た
こ
と
を
分
か
り
な
が
ら
、「
一
杯
ぐ
ら
い
つ

き
あ
え
よ
」と
言
っ
て
酒
を
飲
ま
せ
た
り
、「
俺
を
送
っ
て
く
れ
」

と
言
っ
て
同
乗
し
、
そ
の
後
、
警
察
の
検
問
で
運
転
者
が
酒
気

帯
び
運
転
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
す
れ
ば
、
酒
を
飲
ま
せ
た
者
も

処
罰
さ
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

３　

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
運
転
者
が
人
身
事
故
を
起
こ

せ
ば
、
刑
法
の
危
険
運
転
致
死
傷
罪
で
罰
せ
ら
れ
、
死
亡
の
場

合
、
１
年
以
上
の
懲
役
で
す
か
ら
最
高
20
年
の
懲
役
刑
を
科
せ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
傷
害
の
場
合
は
、
15
年
以
下
の
懲
役
で
す
。

こ
れ
に
、道
路
交
通
法
違
反
の
懲
役
刑
が
加
算
さ
れ
ま
す
か
ら
、

さ
ら
に
重
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、飲
ま
せ
た
者
や
同
乗
者
も
、

そ
の
犯
行
の
加
担
態
様
に
よ
っ
て
は
運
転
危
険
致
死
傷
罪
の
教

唆
犯
、
ほ
う
助
犯
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
最
近
も
、
同
乗
者
が
ほ

う
助
犯
と
し
て
懲
役
犯
２
年
の
実
刑
判
決
を
受
け
て
い
ま
す
。

４　

そ
の
ほ
か
、
行
政
処
分
も
あ
り
、
過
去
の
例
で
は
、
同
乗
者

や
酒
を
提
供
し
た
人
も
２
年
間
の
免
許
取
消
し
処
分
に
な
っ
て

い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　
　

こ
の
ほ
か
、
職
場
を
懲
戒
免
職
に
な
っ
た
り
、
ま
た
、
新
聞

報
道
さ
れ
て
社
会
的
制
裁
も
受
け
ま
す
。
で
す
か
ら
、「
飲
ん

だ
ら
乗
る
な
」
は
も
と
よ
り
、
車
を
運
転
す
る
人
に
酒
を
「
飲

ま
せ
な
い
」「
す
す
め
な
い
」
こ
と
も
大
切
で
す
。

Ｑ
：
最
近
、
飲
酒
運
転
の
同
乗
者
も
重
い
刑
罰
が
科
さ
れ

た
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
飲
酒
運
転
の
同
乗

者
な
ど
周
囲
の
者
の
罪
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
か
。

Ａ
：

１　

飲
酒
運
転
は
、
立
派
な
犯
罪
で
す
。
酒
を
飲
ん
で

仕
方
な
く
運
転
し
た
と
い
う
言
い
訳
は
一
切
通
り
ま
せ

ん
。
こ
の
飲
酒
運
転
を
規
制
す
る
法
律
と
し
て
「
道
路

交
通
法
」
と
い
う
法
律
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
法
律
の
65

条
に
は
、「
酒
気
帯
び
運
転
等
の
禁
止
」
と
い
う
項
目

が
あ
り
、
①
酒
気
を
帯
び
て
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
。

②
酒
気
を
帯
び
て
運
転
し
て
い
る
者
に
車
を
提
供
し
て

は
な
ら
な
い
。
③
酒
気
を
帯
び
て
運
転
す
る
恐
れ
の
あ

る
者
に
対
し
、
酒
類
を
提
供
し
、
ま
た
、
飲
酒
を
す
す

め
て
は
な
ら
な
い
。
④
車
両
の
運
転
者
が
酒
気
を
帯
び

て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
運
転
者
に
対
し
、
車
を

運
転
し
て
、
自
分
を
運
送
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
ま
た

は
、
依
頼
し
て
、
運
転
者
が
酒
気
を
帯
び
て
い
る
車
に

同
乗
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

２　

こ
れ
ら
に
反
し
た
場
合
の
罰
則
で
す
が
、
運
転
者
の

場
合
、
酒
気
帯
び
の
状
態
の
程
度
で
差
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
ⅰ
酒
酔
い(

正
常
な
運
転
が
で
き
な
い)
で
あ
っ

た
場
合
は
懲
役
５
年
以
下
又
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
で
あ
り
、
ⅱ
酒
気
帯
び
で
あ
っ
た
場
合
（
呼
気
１
ℓ

に
０
．
２
５
㎎
以
上
の
酒
が
検
知
さ
れ
た
状
態
）
は
、

懲
役
３
年
以
下
又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
に
な
り
ま
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次
の
い
ず
れ
か
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
人
は
４
月
か
ら
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）
と
な
り
ま
す
。

　

・
現
在
、
特
別
徴
収
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
入
し

て
い
る
人

　

・
平
成
22
年
10
月
１
日
ま
で
に
75
歳
到
達
等
に
よ
り
新
規
資
格
取
得

し
た
人
で
、
介
護
保
険
料
と
の
合
算
額
が
年
金
受
給
金
額
の
½
を

超
え
な
い
人
（
た
だ
し
、
年
金
受
給
金
額
年
額
18
万
円
以
上
の
人
）

　

新
た
に
特
別
徴
収
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
る
人
に
は
、４
月
15
日
ま
で
に
特
別
徴
収
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
・

特
別
徴
収
納
入
通
知
書
が
お
手
元
に
届
き
ま
す
。

　

現
在
、
特
別
徴
収
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
め
て
い

て
２
月
に
徴
収
額
が
あ
る
人
は
、
４
・
６
・
８
月
の
特
別
徴
収
仮
徴
収

の
期
別
額
は
２
月
の
特
別
徴
収
額
に
な
り
ま
す
（
４
月
に
通
知
は
届

き
ま
せ
ん
）。

　

保
険
料
を
確
実
に
納
付
で
き
る
人
に
限
り
支
払
方
法
を
年
金
天
引

き
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
（
口
座
振
替
で
の
支
払
い
を
希

望
す
る
人
は
手
続
き
が
必
要
で
す
）。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
な
ど
に
よ
り
口
座
振
替
へ
の
変

更
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

後
期
高
齢
者
担
当　

☎
32-

９
１
２
１

【
志
賀
町
で
の
実
施
状
況
】

計　

画　

面　

積

２
４
４
ｈ
ａ

こ
れ
ま
で
の
実
施
面
積

１
６
１
ｈ
ａ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
特
別
徴
収
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ

手
入
れ
不
足
人
工
林
の
強
度
間
伐

　

石
川
県
で
は
平
成
19
年
度
か
ら
、
県
民
一
人
当
た
り
、

年
税
５
０
０
円
の
「
い
し
か
わ
森
林
環
境
税
」
を
い
た
だ

い
て
、
水
源
地
域
を
中
心
に
県
内
各
地
で
手
入
れ
不
足
人

工
林
の
強
度
間
伐
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

強
度
間
伐
を
行
う
と
、
下
草
や
低
木
が
生
え
て
、
水
源

の
か
ん
養
や
山
地
災
害
の
防
止
な
ど
の
公
益
的
機
能
が
向

上
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
機
能
の
回
復
状
況
や
鳥
類

等
の
生
育
状
況
も
検
証
し
て
い
ま
す
。

※
強
度
間
伐
と
は
通
常
の
２
倍
に
あ
た
る
40
％
以
上
の
本

数
を
間
引
き
す
る
こ
と
で
す
。

【
計
画
期
間
】
平
成
19
年
〜
平
成
23
年

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

●
税
の
使
途
な
ど
森
づ
く
り
事
業
に
関
す
る
こ
と

　
　

石
川
県
農
林
水
産
部
森
林
管
理
課

　
　
　

☎
０
７
６-

２
２
５-
１
６
４
２

　

●
税
に
関
す
る
こ
と

　
　

石
川
県
総
務
部
税
務
課

　
　
　

☎
０
７
６-

２
２
５-

１
２
７
１

「
い
し
か
わ
森
林
環
境
税
」
に
よ
る

　
　

森
づ
く
り
（
間
伐
）
を
実
施
し
て
い
ま
す

協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
の
み
な
さ
ん
は

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

平
成
23
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら

健
康
保
険
料
率　

９
．
３
６
％
↓
９
．
５
２
％

介
護
保
険
料
率　

１
．
５
０
％
↓
１
．
５
１
％

　

協
会
け
ん
ぽ
の
財
政
は
、
景
気
の
悪
化
で
保

険
料
収
入
が
落
ち
込
む
一
方
で
、
医
療
費
は
増

加
し
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
が
避
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

協
会
け
ん
ぽ
ご
加
入
の
み
な
さ
ん
に
は
、
保

険
料
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
負
担
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
医
療
と
健
康
を
支
え
る
た
め
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
９
２
０-

８
７
６
７

石
川
県
金
沢
市
南
町
４-

55　

住
友
生
命
金
沢
ビ
ル
９
階

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）　

石
川
支
部

　

☎
０
７
６-

２
６
４-

７
２
０
０

※
加
入
し
て
い
る
都
道
府
県
支
部
に
よ
り
健
康

保
険
料
率
が
異
な
り
ま
す
。

※
介
護
保
険
料
は
40
歳
か
ら
64
歳
の
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
標
準
報
酬
月
額
26
万
円
の
人
で
１
カ
月
あ
た

り
２
０
８
円（
介
護
保
険
該
当
者
は
２
２
１
円
）

の
増
額
と
な
り
ま
す
。
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　 志賀消防署に新型ポンプ車を配備

災害時に飲料水を無償提供

（上）ももの花運

びレースの様子。

（下）自分の作っ

たひな人形につ

いて苦労したと

ころを説明する

園児たち。

新型車両で水出しをする消防署員

ますほ保育園でひなまつり集会

災害時に飲料水を無償提供する協定をかわす町長と松本本部長

　２月25日（金）志賀消防署に最新型のポンプ車が配備さ
れ、入魂式が行われました。
　これまでのポンプ車が老朽化したことに伴い、更新され
ました。
　ポンプ車は赤色灯がLEDで、バックカメラを搭載してい
る最新モデルです。放水能力は毎分2,000ℓあり、一度に
10本のホースが運べる台車も装備されています。
　式ではポンプ車をおはらいし、その後、水出しが行われ
ました。署員たちは日頃の防災活動や消防活動に励んでい
きたいと話しました。

　２月28日（月）に志賀町文化ホールで町と北陸コカ・コー
ラボトリングが、災害時に飲料水を無償で提供する協定を
結びました。
　町内で大規模な地震や風水害などが起こった場合に、電
光掲示板付き自動販売機が遠隔操作で無料になります。
　調印式では小泉町長と同社の松本正一北陸地区本部長が
協定書に調印しました。松本本部長は「災害時には飲料水
が何より大切です。地域貢献することは私たちの喜びです」
と挨拶しました。
　同社は県内ではほかに10市町と協定を結んでいます。
同様の自動販売機は総合体育館と富来活性化センターで合
わせて３台が設置されました。

　３月３日（木）の桃の節句に、ますほ保育園でひなまつり
集会が行われました。
　年少のたまご組から、年長のきりん組までの園児47人
が参加しました。
　会場となった遊戯室では、各組の園児が手作りしたひな
人形が飾られていて、歌やクイズなどをして楽しみました。
　最後にももの花運びレースを行いました。紙扇子に紙花
を乗せ、紙花を落とさずに運ぶ速さを競うレースで、男（お
内裏様）チームと女（お雛様）チームに分かれた園児たちは、
接戦を繰り広げ応援合戦や笑い声が響いていました。
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鹿頭区で自主防災組織を設置　

７台のトラックと10人の庭師が参加して

前庭とロータリーの木を剪定している様子

きれいなお花をいっぱい植えたよ

消火器を使った訓練の様子

富来中で庭木の剪
せんてい

定ボランティア

色とりどりの花を植える園児たち

　上熊野保育園の年長のひまわり組と年中のばら組の園児

15人が16日（水）に「花のミュージアムフローリィ」を訪れ、

花の苗を植えました。

　園児たちは、フローリィの職員から植え方を教わりなが

ら自分たちが選んだビオラやアネモネ、バージニアストッ

ク、ノースボールなどをプランターに植えました。

　園児たちが植えた花は館内で展示されます。

　休館中のフローリィは３月19日（土）から営業を再開し

ています。

　鹿頭区で自主防災組織が設置され、３月12日（土）に西
浦コミュニティーセンターで自主防衛隊の発足式が行われ

ました。

　隊員たちは、消防署職員から救急救命法や消火器の取り

扱いを学びました。

　隊長には防災士の資格を取得した田中瑞穂区長が就任

し、消火、給食給水、避難誘導、救出救護、水防の各班や

地区ごとの８班などで構成されています。

　田中区長は「これまでの災害で人命を救ったのは近所の

助け合い。機能が発揮できるよう身近な活動から取り組み

たい」と挨拶しました。

　３月６日（日）に㈳日本造園組合連合会石川県支部能登分

会能登造園業組合のみなさんが、卒業式を前に富来中学校

で校庭などの木をボランティアで剪定しました。

　能登造園業組合では毎年、中能登地区の学校や福祉施設

で剪定作業をしていて、今回が8回目。志賀町では初めて

行われました。

　組合長の中村茂好さんは「日頃お世話になっている地域

のみなさんに感謝の気持ちと恩返しをしようと始めまし

た」と話し、尾田校長先生は「やはりプロの技術はすばらし

いですね。大変感謝しています」と喜びました。
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・固定資産税第１期
・後期高齢者保険料第１期
納期限は５月２日（月）です。

４
月
１
日
か
ら
能
登
空
港

ふ
る
さ
と
タ
ク
シ
ー
の
予

約
連
絡
先
が
変
わ
り
ま
す

　

地
域
全
体
で
子
育
て
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調

和
）
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
、
石
川
県
で
は
毎
月
19
日

を
「
県
民
育
児
の
日
」
と
定
め
、
意

識
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
子
ど
も
の
人
数
に
限
ら

ず
、
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
チ
ャ
イ
ル

ド
プ
レ
ミ
ア
ム
協
賛
店
舗
を
訪
れ
る

と
割
引
や
特
典
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

協
賛
店
舗
は
「
子
育
て
に
や
さ
し
い

企
業
推
進
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

で
確
認
で
き
ま
す
。 

お
子
さ
ん
と

一
緒
に
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
子
育
て
に
や
さ
し
い
企
業
推
進
協

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

今
月
の
窓
口
延
長
業
務

◆
日
時　

４
月
13
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

11
会
議
室

問
健
康
福
祉
課　

☎
32-

９
１
３
１

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
、
能
登

空
港
ふ
る
さ
と
タ
ク
シ
ー
の
運
行

ゾ
ー
ン
が
変
更
に
な
り
、
志
賀
町
の

予
約
連
絡
先
が
変
わ
り
ま
す
。

㈱
中
島
タ
ク
シ
ー

　

☎
０
７
６
７-

66-

０
１
１
４

　

不
明
な
点
は
能
登
の
旅
情
報
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
７
６
８-

26-

２
５
５
５

障
害
者
福
祉
総
合
相
談

◆
日
時　

４
月
20
日
㈬

　
　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

問
商
工
観
光
課　

☎
32-

９
３
４
１

　

総
合
相
談
所
を
町
内
２
カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
相
談
員　

行
政
相
談
委
員
、
人
権

擁
護
委
員
、
民
生
・
児
童
委
員
、
司
法

書
士
、
法
務
局
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

〈
志
賀
地
域
〉

◆
日
時　

４
月
８
日
㈮
10
時
〜
15
時

◆
場
所　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
志
賀
支
所

　

☎
32-

１
３
６
３

　

〈
富
来
地
域
〉

◆
日
時　

４
月
11
日
㈪
10
時
〜
15
時

◆
場
所　

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー
１
階

１
０
１
会
議
室
（
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
所
前
）

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
42-

２
５
４
５

総
合
相
談(

無
料)

公
共
施
設
へ
の
電
話
は
Ｉ
Ｐ
電
話
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
験
資
格

・
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

ひ
と
り
親
家
庭
相
談

　

自
立
支
援
員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
く
ら
し
の
こ
と
、
子
ど
も
の

こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就
職
の
こ

と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

４
月
28
日
㈭
10
時
〜
15
時

※
毎
月
第
４
木
曜
日

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

相
談
室

問
子
育
て
支
援
課　

☎
32-

９
１
２
２

国
税
専
門
官
を
募
集

町
長
談
話
室
の
日
程

◆
日
時　

４
月
６
日
㈬
・
20
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

１
階

◆
日
時　

４
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
支
所

※
開
始
時
刻
お
よ
び
終
了
時
刻
は
都

合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課　

☎
32-

９
３
１
１

住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証
明

な
ど
の
発
行
業
務

４
月
２
日
㈯
・
９
日
㈯
・
16
日
㈯
・

23
日
㈯
・
30
日
㈯
９
時
〜
12
時
30
分

(

注
意)

●
窓
口
延
長
業
務
は
志
賀
町
役
場
本

庁
舎
、
住
民
課
窓
口
で
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。
諸
証
明
発
行
業
務
で

一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務
も
あ

り
ま
す
。
事
前
に
電
話
な
ど
で
確
認

の
上
、
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

　

み
な
さ
ん
の
ご
相
談
、
行
政
手
続

き
な
ど
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
健
康
福
祉
課
窓
口

※
第
１
・
第
２
・
第
３
・
第
４(

火
曜
日)

 

10
時
〜
正
午
（
４
／
５
・
12
・
19
・
26
）

※
第
１
・
第
２(

木
曜
日)

　

10
時
〜
正
午（
４
／
7
･
14
）

※
第
３
・
第
４(

木
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
４
／
21
･
28
）

◆
富
来
支
所
総
合
窓
口

※
第
１
・
第
３(

水
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
４
／
6
･
20
）

チ
ャ
イ
ル
ド
プ
レ
ミ
ア
ム

〜
毎
月
19
日
は
「
県
民
育
児
の
日
」
〜

◆
日
時　

４
月
11
日
㈪

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

◆
相
談
弁
護
士　
國
田
武
ニ
郎
弁
護
士

　
　
（
堀
松
出
身
・
名
古
屋
市
在
住
）

◆
相
談
時
間　

１
人
30
分（
要
予
約
）

◆
募
集
定
員　

９
人
（
予
定
）
初
め

て
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
と
し
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
本
庁
住
民
課
と
富
来

支
所
総
合
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す

議
会
（
事
務
局
：（
財
）
い
し
か
わ

子
育
て
支
援
財
団
）

　

☎ 

０
７
６-

２
５
５-

１
５
４
３

　

℻ 

０
７
６-

２
５
５-

１
５
４
４
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花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
フ
ロ
ー
リ
ィ

の
と
で
バ
ン
ブ
ー
バ
ス
タ
ー

☆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

館
内
に
響
き
渡
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
、
チ
ェ
ロ
、
ヴ
ィ
オ
ラ
の
音
色
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
講　

師　

隈
部
広
美
氏

◆
日　

時　

４
月
10
日
㈰　

13
時
〜

◆
参
加
費　

２
，
０
０
０
円

◆
募
集
締
め
切
り　

４
月
７
日
㈭

☆
弦
楽
四
重
奏
コ
ン
サ
ー
ト

◆
日　

時　

４
月
29
日
（
祝
・
金
）

　
　
　
　
　
　

13
時
〜
、
15
時
〜

☆
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト

　

弾
む
よ
う
に
軽
や
か
な
マ
リ
ン
バ

の
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

５
月
１
日
㈰

　
　
　
　
　
　

13
時
〜
、
15
時
〜

◆
出　

演　
「
フ
ク
イ
・
マ
リ
ン
バ
・

ク
ラ
ブ
」

☆
母
の
日
に
贈
る
押
花
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

カ
ー
ド
作
り

◆
日　

時　

５
月
８
日
㈰

問
花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

フ
ロ
ー
リ
ィ

　

☎
０
７
６
７-

32-

８
７
８
７

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

寄
付
の
お
知
ら
せ

◇
二
所
宮
の
政
氏　

登
様
か
ら
、
亡

父
武
雄
様
の
供
養
と
し
て
社
会
福

祉
向
上
に
10
万
円

◇
北
吉
田
の
大
野
秀
夫
様
か
ら
、
父

孫
作
様
の
百
歳
の
お
祝
い
と
し
て

社
会
福
祉
向
上
に
10
万
円

◇
高
浜
町
の
河
﨑
哲
朗
様
か
ら
、
亡

妻
昌
子
様
の
供
養
と
し
て
社
会
福

祉
向
上
に
10
万
円

赤
十
字
社
員
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た

◇
米
町　

正
俊
様
（
直
海
）

て
ん
と
市

第
30
回
春
の
合
同
展

◆
日
時　

４
月
26
日
㈫　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
13
時

◆
場
所　

道
の
駅
「
旬
菜
館
」
前

※
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
農
林
水
産
課　

☎
32-

９
２
２
１

◆
日
時　

５
月
３
日
㈫
〜
５
日
㈭

　

９
時
〜
17
時
30
分
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

◆
場
所　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◆
出
品
グ
ル
ー
プ

山
野
草
愛
好
会
・
と
ぎ
絵
の
会
・
陶

芸
・
と
ぎ
刻
書
ぐ
る
ー
ぷ
・
水
墨
画

◆
主
催　

富
来
山
野
草
愛
好
会
・
と

ぎ
絵
の
会

　

ど
ん
ど
ん
増
え
る
竹
を
切
っ
て
森

が
元
気
に
な
る
お
手
伝
い
を
し
ま
せ

ん
か
。
竹
筒
ご
飯
や
工
作
も
体
験
で

き
ま
す
。

◆
日
時　

５
月
８
日　

９
時
〜
15
時

◆
場
所　
羽
咋
市
ち
び
っ
子
自
然
セ
ン
タ
ー

◆
対
象　

小
学
４
年
〜
中
学
３
年
生

◆
定
員　

30
人（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

◆
申
込
締
切　

４
月
30
日

◆
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

問
い
し
か
わ
自
然
学
校
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー　

チ
ー
ム
「
や
ら
ん
け
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」

℻ 

０
７
６-

２
５
３-

８
６
４
８

E-m
ail　

yarankenoto@
m
ail.

goo.ne.jp

４月 10日日は
石川県議会議員選挙の投票日です
　投票時間　午前７時～午後８時

期日前投票は４月２日土～４月９日土まで
　投票時間　午前８時 30 分～午後８時

　投票場所　志賀町役場町民ホールまたは

　　　　　　富来活性化センター中会議室

　持 ち 物　入場券
※投票には必ず入場券をお持ちください。入場券がない場合

は「運転免許証」などの身分証明書を提示いただく場合があ

ります。

（注意）投票日までに 20 歳を迎える人で、期日前投票をする

日において 19 歳の人は、期日前投票所で不在者投票になり

ます。

４月 24日日は
志賀町議会議員選挙の投票日です
　投票時間　午前７時～午後８時

期日前投票は４月 20日水～４月 23日土まで
　投票時間　午前８時 30 分～午後８時

　投票場所　志賀町役場町民ホールまたは

　　　　　　富来活性化センター中会議室

　持 ち 物　入場券
※投票には必ず入場券をお持ちください。入場券がない場合

は「運転免許証」などの身分証明書を提示いただく場合があ

ります。

（注意）投票日までに 20 歳を迎える人で、期日前投票をする

日において 19 歳の人は、期日前投票所で不在者投票になり

ます。

・
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
次
に
掲
げ
る
も
の

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
で
平
成
24

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

◆
試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

◆
受
付
期
間　

４
／
１
〜
14

◆
試
験
日
お
よ
び
試
験
種
目

　

第
１
次
試
験　

 

６
／
12

　
　

教
養
試
験
・
専
門
試
験

　

第
２
次
試
験　

７
／
19
〜 

26

　
　

人
物
試
験
、
身
体
検
査

問
申
込
書
請
求
先

　

金
沢
国
税
局
人
事
第
２
課

　
〒
９
２
０-

８
５
８
６　

金
沢
市
広
坂
２-

２-

60　

金
沢
広
坂
合
同
庁
舎

　

☎
０
７
６-

２
３
１-

２
１
３
１

　

七
尾
税
務
署
総
務
課

　

〒
９
２
６-

８
６
８
６　

七
尾
市
小
島
町

大
開
地
３-

７　

七
尾
西
湊
合
同
庁
舎

　

☎
０
７
６
７-

52-

３
３
８
１
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人間ドック助成事業のご案内です
国民健康保険の加入者のみなさんへ

　志賀町国民健康保険では、みなさんの健康づくりを応援するため、人間ドック事業を実施しています。

１．申し込み資格　

　志賀町国民健康保険の被保険者であって次の条件に該当する人

　・国保加入者で 30 歳以上の人

　 ・過去３年間（平成 20 年～平成 22 年）に同制度を受けていない人

 　・国保税を完納している世帯に属する人

　・国保加入期間が１年以上ある人

　・平成 23 年度に実施する特定健康診査を受けていない人

２．申し込み方法　

　受診を希望する人は、住民課または富来支所総合窓口で助成申請書を提出してください。健診日時や医

療機関などの調整を行った後で、人間ドックの受診券を送付しますので、指定受診日に受診券を持って受

診してください。

　※今年度の受付は４月 20 日から開始します。

３．申し込み時に持参するもの
　印鑑と国民健康保険証

４．主な検査項目と実施機関

健診の種類 主な検査内容
公立能登総合病院

公立羽咋病院
町立富来病院

人間ドックＡ（日帰りコース）

特定健診および脳ドック

※実施対象は 30 歳から 65 歳
　以下の国保加入者

・特定健診：診察、身体計測、血圧測定、

心電図検査、尿検査、血液検査など

・胸部レントゲン

・脳ドック：頸部エコー、脳ＭＲＩなど

町助成額 39,250 円

自己負担額 8,000 円

人間ドックＢ（１泊２日コー

ス）

特定健診およびがん検診

※実施対象は 30 歳以上の国保
　加入者

・特定健診：診察、身体計測、血圧測定、

   心電図検査、尿検査、血液検査など

・胸部レントゲン

・腹部超音波

・胃がん検診

・大腸がん検診

・その他：糖負荷試験、腫瘍マーカー、

   頸部エコー、肝炎ウイルス検査など

・【男性】前立腺がん検診

　※町立富来病院での実施はなし

・【女性】子宮・乳・甲状腺がん検診

　※乳・甲状腺については町立富来病院

　　での実施はなし

町助成額 58,550 円 56,100 円

自己負担額 10,000 円 9,000 円

お問い合わせ先　住民課　国保年金担当　☎ 32-9121
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３
月
３
日（
木
）文
化
ホ
ー
ル
で
、文
化
賞
・

文
化
奨
励
賞
の
授
与
式
が
行
わ
れ
、
版
画
や

書
な
ど
芸
術
文
化
の
各
分
野
で
今
年
度
、
優

れ
た
成
績
を
収
め
た
児
童
、
生
徒
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

文
化
賞
に
は
全
国
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で

３
位
以
内
の
成
績
を
収
め
た
４
人
が
、
文
化

奨
励
賞
に
は
全
国
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

り
、
県
内
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
最
高
賞
を

受
賞
し
た
８
人
が
選
考
さ
れ
、
表
彰
状
と
楯

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
与
式
最

後
に
は
志
賀

中
学
校
３
年

の
表
谷
千
帆

さ
ん
が
「
こ

の
賞
を
励
み

に
今
後
も
頑

張
っ
て
い
き

ま
す
」
と
力

強
い
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
（
日
）
文
化
ホ
ー
ル
で
、
志
賀
町

文
化
協
会
合
同
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

将
棋
、
囲
碁
、
か
る
た
の
３
競
技
が
、
文
化
協

会
競
技
部
会
の
主
管
に
よ
り
行
わ
れ
、
愛
好
者

や
教
室
生
な
ど
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、日
頃
高
め
た
技
能
を
ふ
る
い
、

各
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
種
目
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　
【
将
棋
の
部
】

　
　
　
　

１
部　
　

船
登　

輝
久　

　
　
　
　

２
部　
　

宮
田　

浩
幸

　
【
囲
碁
の
部
】

　
　
　
　

１
部　
　

稲
引　

順
一　
　

　
　
　
　

２
部　
　

工
藤　

輝
夫　
　

　
　
　
　

３
部　
　

石
塚　
　

守　

　
【
か
る
た
の
部
】

　
　
　
　

１
部　
　

元
藤　

了
賢　
　

　
　
　
　

２
部　
　

橋
本　

優
希

　
　
　
　

３
部　
　

松
谷　

朋
美

【受賞者を代表して謝辞
を述べた表谷千帆さん】

   

文
化
協
会
合
同
競
技
大
会

石
川
県
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

　
【
ス
キ
ー
競
技
会
出
場
】

　

２
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）、
県
民
体

育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
白
山
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
は
ア
ル
ペ
ン
競
技
と
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
に
わ
か
れ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
本
町
に
は
ス
キ
ー
の
競
技
団

体
が
な
い
た
め
、
有
志
を
募
り
協
議
に
参
加

し
て
い
ま
す
。大
会
で
は
ア
ル
ペ
ン
競
技（
ス

パ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

入
賞
は
果
た
せ

ま
せ
ん
で
し
た

が
、
選
手
た
ち
は

急
傾
斜
の
コ
ー
ス

に
果
敢
に
挑
み
、

健
闘
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

《
文
化
賞
》

　

加
茂
小
学
校　
　

４
年
・
５
年
（
版
画
）

　

酒
井　

安
優　
　

加
茂
小
６
年
（
俳
句
）

　

表
谷　

千
帆　
　

志
賀
中
３
年
（
切
り
絵
）

　

坪
野　

紗
奈　
　

高
浜
小
５
年
（
版
画
）

《
文
化
奨
励
賞
》

　

谷
口　

菜
見　
　

高
浜
小
６
年
（
版
画
）

　

播
磨　

優
衣　
　

高
浜
小
１
年
（
版
画
）

　

今
江　

豪
士　
　

堀
松
小
５
年
（
絵
画
）

　

河
村　

優
希　
　

富
来
中
１
年
（
書
）

　

竹
内　
　

唯　
　

富
来
中
１
年
（
書
）

　

後　

万
理
奈　
　

志
賀
中
２
年
（
版
画
）

　

瀧
川　

遼
真　
　

志
賀
中
１
年
（
作
文
）

　

森
本　

佳
音　
　

堀
松
小
５
年
（
版
画
）

【熱戦が繰り広げられた囲碁会場】

【出場選手のみなさん】

【開会式の様子】

文
化
賞
・
文
化
奨
励
賞
授
与
式

文
化
賞
４
人
、
文
化
奨
励
賞
８
人
が
受
賞

【受賞されたみなさん】
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法
堂
の
畳
に
あ
り
ぬ
余よ

か
ん寒

か
な　
　
　
　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

畠
打
つ
ま
だ
九
十
と
励
ま
さ
れ　
　
　
　
　
　
　

長
根
尾
郁
恵

野
仏
の
ほ
ほ
ゑ
み
ゐ
た
り
春
兆き

ざ

す　
　
　
　
　
　

須
广
と
み
子

マ
ネ
キ
ン
の
夢
あ
る
ポ
ー
ズ
春
来
た
る　
　
　
　

冨
地　

重
内

春
麗う

ら

ら
稚や

や
こ児

二
・
三
歩
初
誕
生　
　
　
　
　
　
　　

新
澤　

和
子

す
っ
き
り
と
川
面
に
う
つ
る
猫
柳　
　
　
　
　
　

藤
澤　

鶴
女

ひ
な
茶
会
童わ

ら
べ・

童ど
う
じ
ょ女

と
な
り
給
ふ　
　
　
　
　
　

浅
野　

照
子

訪
ね
来
て
春
の
一ひ

と
ひ日

を
愚ぐ

ち痴
ば
な
し　
　
　
　
　

大
乗　

大
城

山
笑
ふ
妻
の
小
言
の
今
日
も
ま
た　
　
　
　
　
　

下
野　

久
雄

艶つ
や

め
け
る
葉
か
げ
椿
の
無
心
か
な　
　
　
　
　
　

小
島　

史
子

母
の
忌
に
思
ひ
巡
る
や
蕗
の
味
噌　
　
　
　
　
　

川
田
ま
さ
を

竹
の
秋
町
の
シ
ン
ボ
ル
高
校
閉
づ　
　
　
　
　
　

森
下
い
わ
お

一
湾
の
波
ま
わ
り
き
て
桜
貝　
　
　
　
　
　
　
　

深
美　

白
鳥

寂さ
び

れ
た
る
平
家
の
郷さ

と

の
初
音
か
な　
　
　
　
　
　

高
岩
み
つ
る

春
霞
能
登
富
士
や
ん
わ
り
包
み
け
り　
　
　
　
　

堀　
　

綾
子

腕
に
あ
る
赤
子
の
重
み
雛
祭　
　
　
　
　
　
　
　

安
田
紀
美
恵

侘
助
の
赤
を
つ
い
ば
む
鳥
逆さ

か

さ　
　
　
　
　
　
　

池
田　

玲
子

薬
よ
り
治
癒
力
信
じ
春
の
風
邪　
　
　
　
　
　
　

前
川
美
代
子

指
折
り
て
数
ふ
る
桃
の
節
句
か
な　
　
　
　
　
　

裏
田　

弘
美

日
と
風
の
ほ
ど
良
き
軒
に
鰈
干
す　
　
　
　
　
　

北
谷　

芳
子

桜
貝
増
穂
が
浦
の
潮

う
し
お

澄
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
下　

草
風

北
向
き
の
段
段
畑
残
る
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
下　

豊
子

日
の
温
み
待
ち
て
田
の
隅
蝌
蚪
の
紐　
　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

風
紋
の
際
立
つ
春
の
能
登
の
浜　
　
　
　
　
　
　

土
田　

清
枝

畑
垣
の
傾か

し

ぐ
そ
ば
よ
り
草
萌
ゆ
る　
　
　
　
　
　

土
田
ま
つ
い

狛こ
ま
い
ぬ犬
へ
一
声
掛
け
て
梅
に
立
つ　
　
　
　
　
　
　

鍋
岡
美
智
子

帰
山
祝ほ

ぐ
幟の

ぼ
りは

た
め
く
春
の
風　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
枝

浜
風
に
艶
を
深
め
て
海
苔
乾
く　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

外
江

春
浅
き
野
に
一
筋
の
川
光
る　
　
　
　
　
　
　
　

淵
端　

三
之

神
の
森
映
し
て
ゆ
た
か
春
の
川　
　
　
　
　
　
　

細
川
ふ
じ
子

日
め
く
り
の
暦
は
厚
き
年
新
た　
　
　
　
　
　
　

小
松　

康
子

行
事
こ
と
暦
調
べ
る
大
安
日　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
千
枝
子

年
老
い
て
暦
赤
丸
お
医
者
の
日　
　
　
　
　
　
　

川
上　

富
子

暦
に
も
我
が
家
の
孫
に
も
春
の
風　
　
　
　
　
　

池
田　

洋
子

暦
よ
り
一
歩
遅
れ
て
芽
吹
く
春　
　
　
　
　
　
　

林　

ち
よ
子

日
暦
を
め
く
る
責
任
ボ
ケ
防
止　
　
　
　
　
　
　

芝
山　

照
子

月
日
過
ぎ
破
い
た
暦
メ
モ
代
わ
り　
　
　
　
　
　

田
畑　

幸
子

寒
い
朝
猫
に
負
け
じ
と
顔
洗
う　
　
　
　
　
　
　

高
島　

和
子

汚
れ
物
洗
濯
機
な
ど
お
任
せ
し　
　
　
　
　
　
　

平
川
ふ
じ
子

と
き
た
ま
に
命
の
洗
濯
銀
球
は
じ
く　
　
　
　
　

古
森　
　

寓

洗
濯
は
週
交
代
の
新
世
帯　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
尾　

海
春

無
洗
米
真
似
の
出
来
な
い
味
が
あ
る　
　
　
　
　

窪　
　
　

洋

妻
が
留
守
食
器
洗
浄
機
欲
し
い
午
後　
　
　
　
　
み
や
み
ち
さ
か
し

洗
う
手
が
温
も
り
感
じ
春
を
待
つ　
　
　
　
　
　

岩
井
マ
サ
子

て
い
ね
い
に
洗
っ
た
顔
に
し
わ
残
る　
　
　
　
　

中
畑　

良
則

《
詩う
た

の
ひ
ろ
ま
り　

春
の
増
刊
号
》

宝
物
が
巣
立
ち
腑
抜
け
に
な
っ
た
親　
　
　
　
　

山
本　

静
香

朝
夕
に
拝
む
仏
壇
宝
も
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

志
津

あ
く
せ
く
と
働
く
体
よ
宝
物　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
と
し
子

赤
松
の
林
の
中
に
宝
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
美
朝
子

頼
み
事
ち
ょ
っ
と
一
言
言
い
そ
び
れ　
　
　
　
　

関
口
ト
ミ
コ

政
界
は
出
口
が
見
え
ず
春
を
待
つ　
　
　
　
　
　

坂
下
二
三
子

春
一
番
吹
い
て
空
気
が
暖
か
い　
　
　
　
　
　
　

木
村　

貞
涼

雪
の
下
耐
え
て
春
待
つ
蕗
の
と
う　
　
　
　
　
　

村
中　

光
彦

水
仙
も
春
の
日
射
し
で
背
比
べ　
　
　
　
　
　
　

須
曽　

正
子

ポ
カ
ポ
カ
と
猫
も
昼
寝
の
春
う
ら
ら　
　
　
　
　

西
尾　

善
春

今
で
き
る
こ
と
が
宝
と
気
づ
く
年　
　
　
　
　
　

小
松　

彰
一
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裏
庭
の
日
あ
た
り
わ
る
き
片
隅
に

残
れ
る
雪
の
春
を
待
ち
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
さ
の

古
都
の
杜も

り

娘
の
嫁
ぐ
晴
れ
姿

満
ち
し
笑
顔
に
安
堵
の
祈
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
津
江

淡
雪
の
雲
の
切
れ
間
の
陽
だ
ま
り
に

老
が
集
い
て
今
昔
語
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

智　

子

学
人
ら
と
歌
い
咲
か
せ
よ
ハ
マ
ナ
ス
を

閉
校
式
場ば

の
瞼ま

ぶ
たの
奥
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

反
射
し
て
回
る
風
車
が
ま
た
き
れ
い　
　
　
　
　

瀬
戸　

栄
子

蕗
味
噌
の
香
り
漂
う
友
の
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

子

　

紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
送
り
先
／
〒
９
２
５ 

-０
１
９
８

　
　
　
　
　

志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　
　
　
　
　

志
賀
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
担
当
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

■　
お
し
ら
せ　
■

　
　
　
　
　
　
　

　
　

来
月
号
（
５
月
号
）
の
広
報
か
ら
、「
文
芸
教
室
」
が

縮
小
と
な
り
、「
生
涯
学
習
だ
よ
り
」
の
一
部
に
掲
載
と

な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
投
稿
欄
に
つ
き
ま
し
て
は
今
ま
で
ど
お
り
掲
載

予
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
応
募
多
数
の
場
合
は
、
紙
面
の

都
合
上
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
　
■　

お
詫
び
と
訂
正　
■

　
　
　
　
　
　
　

　
　
「
広
報
し
か
」
３
月
号
の
「
生
涯
学
習
だ
よ
り
」
で
生

涯
学
習
フ
ェ
ア
の
講
師
「
田
部
井　

淳
子
氏
」
の
写
真
紹

介
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

写
真
の
紹
介
を
「
加
茂
太
鼓
ク
ラ
ブ
」
と
誤
っ
て
掲
載

し
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
お
詫
び
と
訂
正
を
い
た
し
ま

す
。

ゆ
ら
ゆ
ら
と
柳
の
如
き
こ
の
身
で
も

感
謝
の
気
持
て
百
迄
生
き
ん　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　
　

操

夕
暮
れ
て
換
気
扇
よ
り
流
れ
く
る

焼
肉
の
に
お
い　

人
の
語
ら
い　
　
　
　
　
　
　

伏
谷
美
津
子

潮
鳴
り
の
遠
遠
と
し
て
海
の
宿
亡
き

夫
お
も
い
ひ
と
り
湯
浴
み
す　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

久
枝

春
の
芽
を
守
り
て
い
る
か
雪
の
原

深
き
底
よ
り
輝
き
わ
た
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
田　

和
子

試
練
と
い
う
重
さ
に
打
た
れ
ず
若
き
日
は

飛
翔
の
力
裡
に
た
め
い
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島　

信
子

膝
病
め
る
義
母
訪
ぬ
れ
ば
喜
び
て

わ
れ
ら
に
抹
茶
た
て
て
く
れ
た
り　
　
　
　
　
　

泉　
　

広
栄

春
待
つ
は
こ
こ
に
も
あ
り
ぬ
リ
フ
ォ
ー
ム
で

縫
ひ
た
る
ス
モ
ッ
ク
鴨
居
に
か
か
れ
り　
　
　
　

安
中
加
奈
子

春
暁
に
聞
こ
え
て
く
る
は
鳥
の
声

せ
せ
ら
ぎ
の
お
と
遠
く
の
鐘
の
音　
　
　
　
　
　

芳
野　

法
子

赤
裸
裸
に
赤
裸
裸
に
問
う
生
き
来
し
の

苦
役
列
車
は
文
学
と
な
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

芳
岡　

典
子

神
秘
な
る
絶
景
お
も
い
春
立
ち
て

霊
峰
白
山
隠
岐
の
島
み
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
崎
て
い
子

は
ら
は
ら
と
心
に
舞
い
散
る
な
ご
り
雪

続
く
惜
別
悲
し
い
心　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

崎
田
ゆ
た
か

雪
淡
く
冬
の
終
わ
り
を
告
げ
る
か
に

舞
ふ
音
軽か

ろ

く
さ
ら
さ
ら
な
が
る　
　
　
　
　
　
　

石
田　
　

豊

娘
の
た
め
に
貯
え
お
き
し
日
本
柿

熟
れ
て
た
て
し
わ
深
く
な
り
た
り　
　
　
　
　
　

坂
井
外
志
子

退
職
の
旅
に
求
め
し
五
合
枡
妻
籠
と

押
さ
る
る
焼
き
印
薄
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

信
子

猫
柳
椿
を
活
け
て
明
る
め
る

部
屋
に
友
等
と
立
雛
を
折
る　
　
　
　
　
　
　
　

向
永
い
み
子

乳
色
の
朝
も
や
の
中
点
々
と

灯
り
は
続
く
メ
ル
ヘ
ン
の
国　
　
　
　
　
　
　
　

山
瑞
千
代
子

梳
き
し
髪
黒
髪
ま
じ
り
惜
し
む
か
な

元
に
戻
せ
る
は
ず
は
な
い
の
に　
　
　
　
　
　
　

浦
野
タ
ツ
子

地
蔵
堂
凍
て
つ
く
扉
引
き
開
け
て

ろ
う
そ
く
に
火
を
点
も
す
間
も
雪　
　
　
　
　
　

吉
本　

與
彦
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今
年
の
７
月
24
日
以
降
は
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
切
り
替

わ
る
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
ご
存
知
で
す
ね
。
こ
の
日
以
降
は
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で

ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、

　

志
賀
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
Ｓ
Ｃ
Ｎ
）
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
今
ま
で
ど
お
り

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、

　

４
月
１
日
か
ら
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
変
換
し
て
、
み
な
さ
ん
の
ご

家
庭
に
お
届
け
す
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
や
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
買
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
ま
ま
、
申
し
込
み
や
テ
レ
ビ
の
設
定
も

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。（
志
賀
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
）

た
だ
し
、

　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
暫
定
措
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中
に
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
対
応
を
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

志
賀
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

加
入
し
て
い
る
人
は

そ
の
ま
ま
で
テ
レ
ビ
が

見
ら
れ
ま
す

　

志
賀
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

　

加
入
し
て
い
な
い
人

　

志
賀
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

　

加
入
し
て
い
る
人

　

７
月
24
日
か
ら
放
送
事
業
者
は
、

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
終
了
し
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
み
を
放
送
し
ま
す
。

金
沢
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
が
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
変
換

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
変
換

以
降
は
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
み

デジタル対応テレビ

デジタル対応テレビ

アナログテレビ

アナログテレビ

デジタル波放送

デジタル波放送

⇦↖

↖

↙

↙ ⇦

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
情
報
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
32-

９
２
６
１

デジタルタ 対応対 テレビ

デジタルタ 対応対 テレビ

○

○
○

×
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◆　平成23年度固定資産縦覧帳簿の縦覧について

縦覧期間 平成23年４月１日（金）～平成23年５月２日（月）
（ただし、土・日・祝日は除く）

縦覧時間 ８時30分～ 17時15分

縦覧場所 志賀町税務課

縦覧の対象

土地価格等縦覧帳簿、家屋価格等縦覧帳簿

土地価格等縦覧帳簿記載内容 所在、地番、地目、地積、価格

家屋価格等縦覧帳簿記載内容 所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格

縦覧できる人
町内にある土地・家屋の固定資産税の納税者またはその代理人
なお、土地の納税者は土地、家屋の納税者は家屋、両資産の納税者は土地・家屋両方
の縦覧帳簿の縦覧ができます。

◆　平成23年度固定資産課税台帳の閲覧について
閲覧期間 平成23年４月１日（金）～（ただし、土・日・祝日および年末年始は除く）

閲覧時間 ８時30分～ 17時15分

閲覧場所 志賀町税務課

閲覧の対象

固定資産課税台帳

閲覧できる人 納税義務者およびその代理人、借地・借家人、処
分をする権利を有する一定のもの

ただし、借地人は土地の閲覧、借家人は土地と家屋の閲覧となります。

縦覧できる人
町内にある土地・家屋の固定資産税の納税者またはその代理人
なお、土地の納税者は土地、家屋の納税者は家屋、両資産の納税者は土地・家屋両方
の縦覧帳簿の縦覧ができます。

　※縦覧期間中においては、閲覧手数料は、無料です。

◆　平成23年度固定資産税の納期について
平成23年度固定資産税の納期と納期限は次のとおりです。

第１期 第２期 第３期 第４期

納　　　期 ４月 ７月 12月 平成24年２月

納　期　限 5月2日 8月1日 12月26日 2月29日

※1　平成23年度の納税通知書は４月中旬に発送予定です。
※2　口座振替は、納期限に引き落としとなりますので、納税通知書に記載されている口座番号などを確認の上、

残高確認をお忘れなく。
※3　既に口座振替を登録されている場合であっても、平成22年中に所有者および納税義務者の変更があった場

合（共有名義で持分および構成員の変更があった場合を含む）、新たに口座登録が必要となりますのでご注意ください。
※4　同封されてくる課税明細書は、再発行できませんので大切に保管ください。

　※縦覧・閲覧の際は、本人確認書類（運転免許証など）が必要となります。
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曜日 月・水・金 火・木 土・日

時間 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容

6:00 志っ賀りヘルス 志っ賀りヘルス 志っ賀りヘルス

7:00 しかチャンニュース しかチャンニュース しかチャンニュース

7:30

北國新聞ニュース（朝ニュース） 北國新聞ニュース（朝ニュース）

ぶらり志賀町の旅

8:00 児童館・図書館・志賀高　だより

9:00 「大きくなったら」（加茂保育園）

10:00 しかチャンニュース 「大きくなったら」（加茂保育園） 「大きくなったら」（下甘田保育園）

11:00 ぶらり志賀町の旅／学べる志賀町 「大きくなったら」（下甘田保育園）「大きくなったら」（中甘田保育園）

12:00 児童館・図書館・志賀高　だより 「大きくなったら」（中甘田保育園） 学べる志賀町／ぶらり志賀町の旅

13:00 しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ

13:00 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

14:00 志っ賀りヘルス 志っ賀りヘルス 志っ賀りヘルス

15:00 学べる志賀町／ぶらり志賀町の旅 志賀高・児童館・図書館　だより 図書館・志賀高・児童館　だより

16:00 しかチャンニュース しかチャンニュース しかチャンニュース

16:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

17:00 児童館だより 学べる志賀町
ぶらり志賀町の旅／学べる志賀町

17:30 北國新聞ニュース

（ワイド情報番組）

北國新聞ニュース

（ワイド情報番組）18:00 志賀高・児童館・図書館　だより

19:00 しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ しかチャンニュースＳＰ

20:00 志っ賀りヘルス 志っ賀りヘルス 志っ賀りヘルス

20:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

21:00 しかチャンニュース 「大きくなったら」（加茂保育園） 「大きくなったら」（加茂保育園）

22:00 ぶらり志賀町の旅／学べる志賀町 「大きくなったら」（下甘田保育園）「大きくなったら」（下甘田保育園）

23:00 図書館・志賀高・児童館　だより 「大きくなったら」（中甘田保育園）「大きくなったら」（中甘田保育園）

24:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース
しかチャンニュース

24:30 しかチャンニュース しかチャンニュース

25:00 終了 終了 終了

しかチャンネル
番組ガイド６月
しかチャンネル
番組ガイド６月
しかチャンネル
番組ガイド４月

※都合により、放送内容を一部変
　更することがあります。
※地上デジタル放送（091ch）の
　EPGでもご覧いただけます。

アナログ　　５ch

デジタル　　９ch

ＳＴＢ　０３８ch

■　「志っ賀りヘルス」　誰でも手軽に続けられる体操やメタボ予防レシピなど、健康に関する情報を紹介します。

今月は高血圧予防レシピ　いわしの和風トマト煮　を紹介します。
※事前に、フライパン（または鍋）に、だし昆布、調味料を入れておく。

①いわしは１尾を半分に切る。トマトは皮つきのままザク切りにす

　る。玉ねぎは薄くスライスする。小松菜は熱湯でゆでて３㎝の長

　さに切る。しょうがの薄切りはせん切りにして水にさらす。

②フライパンの煮汁が少し温まったところで、いわし、しょうが（す

　りおろし）を入れる。沸騰したらトマト、玉ねぎを散らし、アル

　ミホイルなどで落し蓋をして 10 分程煮る。

③いわしを器に盛り、小松菜を手前に添え、針しょうがを上に少し

　添える。

【材料：４人分】
いわし ６尾（中４尾）
トマト ( 水煮缶でも可） ２個
玉ねぎ １/２個
だし昆布（５cm） ２枚
しょうが ( すりおろし ) 小さじ２
小松菜 ８０ｇ
しょうが ( 薄切り） 少々
<調味料 >
酒 大さじ４
しょうゆ 大さじ１
水 １/２カップ
みりん 大さじ２
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町内 IP 8-32-0339

予予　　防防　　接接　　種種
内　容 実施日 対　象 場所

BCG
予防接種 4月 7日（木） 4カ月健診受診時～生後6カ月未満

志
ポリオ
予防接種 4月20日（水） 4カ月健診受診後～7歳6カ月未満

【受付時間】13:30 ～ 14:30

【受付時間】13:30 ～ 14:00乳幼児健康診査乳幼児健康診査
内　容 実施日 対　象 場所

4カ月児健診 4月 7日（木）平成22年12月生まれ
志

3歳児健診 4月21日（木） 平成19年10月～
11月生まれ

健健　　康康　　相相　　談談
内　容 実施日 時　間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日 10:00 ～ 11:30
志

こころの健康相談 4月15日（金） 13:00 ～ 14:00

【対象者】どなたでも

※こころの健康相談は、１週間前までに予約が必要です。

機機　　能能　　訓訓　　練練
内　容 実施日 時　間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 と

毎週金曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 志

【対象者】脳卒中後遺症者などで日常生活
　　　　　　がおおむね自立している人

※介護認定を受けている人は対象外です。
※初めての人は、事前に保健福祉センターまで相談してください。

すくすく子育てすくすく子育て

※すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容をご連絡ください。

介介　　護護　　予予　　防防 【対象者】65歳以上の人

※鶴亀おたっしゃ教室は、ストレッチ体操や健康相談をします。

内　容 実施日 時　間 場所

鶴亀
おたっしゃ教室

4月14日（木） 10:00 ～
11:00

や す ら ぎ荘
4月28日（木）

※ゆう遊クラブ：12日は『ベビーマッサージ』、26日は『工作 』です。
※ベビーマッサージを希望の人は、事前に保健福祉センターまで申し
　込みください。

内　容 実施日 対　象 時　間 場所

すくすく　
子育て相談

4月 7日（木）
乳幼児の
お子さんと
お母さん
どなたでも

15:00 ～
15:30 志

4月21日（木）

げんキッズ広場 毎週火・金曜日
（祝日は除く）

10:00 ～
11:30 志

ゆう遊クラブ
4月12日（火） 乳幼児の

お子さんが
いる人

10:00 ～
11:30

志

4月26日（火） 富

〜
日
常
生
活
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
〜

を
開
催
し
ま
す

　
「
志
賀
町
健
幸
教
室
」
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
過
ご
す
た

め
に
、
日
常
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
て
、
介
護

予
防
に
努
め
る
と
共
に
、
相
互
の
交
流
を
図
り
、

生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

◆
日　

時　

平
成
23
年
５
月
〜
平
成
24
年
３
月

　
　
　
　
　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

◆
会　

場　

志
賀
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

介
護
予
防
教
室
（
志
賀
町
高
浜
町
）

◆
講　

師　

健
康
運
動
指
導
士　

南　

進
先
生

◆
内　

容　

食
や
健
康
に
つ
い
て
の
講
話
や
健
康

体
操
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
な

ど
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
者　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

◆
参
加
費　

無
料

※
参
加
を
希
望
す
る
人
は
志
賀
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

☎
32-

０
３
３
９

平
成
23
年
度
「
志
賀
町
健
幸
教
室
」

　

４
月
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
定
時
に
誰
で
も
手

軽
に
続
け
ら
れ
る
体
操
を
放
映
し
ま
す
。
体
操
は
続

け
る
こ
と
で
、
多
く
の
健
康
促
進
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
生
活
の
中
で
積
極
的
に
体
操
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。
詳
細
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
番
組
表（
前
ペ
ー

ジ
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
教
育
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４月
休館日のご案内

・４日（月）・11日（月）・18日（月）
・25日（月）

開館時間
 平　　日　9：30 ～ 18：00
 土･日・祝　9：30 ～ 17：00

お問い合わせ
 志賀町立図書館　☎32－1740
　　　　町内 IP 8 －32－1740
 志賀町立富来図書館　☎42－2777
　　　　町内 IP 8 －42－2777
志賀町携帯サイト

ＱＲコード

◆
新
着
の
本
◆

○
ダ
ー
ク
ゾ
ー
ン　
　
　
　
　
　

貴
志　

祐
介

○
ポ
リ
テ
ィ
コ
ン　

上
・
下　
　

桐
野　

夏
生

○
保
身　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
杉　

健
治

○
警
視
庁
Ｆ
Ｃ　
　
　
　
　
　
　

今
野　

敏

○
太
陽
お
ば
ば　
　
　
　
　
　
　

雀
野
日
名
子

○
蛇
と
月
と
蛙　
　
　
　
　
　
　

田
口
ラ
ン
デ
ィ

○
放
課
後
は
ミ
ス
テ
リ
ー
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
川　

篤
哉

○
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ギ
ュ
ア　

上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
島　

浩
司

○
十
津
川
警
部
京
都
か
ら
愛
を
こ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村
京
太
郎

○
宰
相
の
資
格　
　
　
　
　
　
　

櫻
井
よ
し
こ

◆
お
す
す
め
の
本
◆

○
中
学
生
ま
で
に
読
ん
で
お
き
た
い
日

　

本
文
学
７　

こ
こ
ろ
の
話　
　
　
　

　
　

松
田　

哲
夫
編

　

国
木
田
独
歩
「
少
年
の
悲
哀
」、
三
島
由

紀
夫
「
志
賀
寺
上
人
の
恋
」
な
ど
、
中
学
生

ま
で
に
読
ん
で
お
き
た
い
、
こ
こ
ろ
の
話
を

収
録
。
小
学
５
年
生
以
上
の
漢
字
に
ル
ビ
が

ふ
っ
て
あ
り
、
見
や
す
い
図
版
や
脚
注
が
付

い
て
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
に
は
こ
わ
い
話
、

い
の
ち
の
話
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
大
人
に
も

読
み
や
す
い
本
で
す
。

○
武
士
の
食
卓　
　
　

緋
宮　

栞
那

　

現
代
人
の
体
調
を
整
え
る
食
事
は
、
旬
の

食
材
を
シ
ン
プ
ル
に
調
理
し
、
感
謝
し
て
い

た
だ
い
た
先
人
の
食
卓
に
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ

て
い
る
は
ず
！
加
賀
藩
前
田
家
・
御
食
事
係

の
末ま

つ
え
い裔

が
、口
伝
の
武
士
の
レ
シ
ピ
を
公
開
、

無
駄
の
な
い
体
を
つ
く
る
28
の
ご
膳
を
あ
ま

す
こ
と
な
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
戦
術
ア
ッ

プ
ご
膳
」「
戦
術
ア
ッ
プ
ご
膳
」
な
ど
、
武

士
ら
し
い
ご
膳
名
に
も
注
目
の
１
冊
で
す
。

○
な
ぜ
取
り
調
べ
に
は
カ
ツ
丼
が
出

る
の
か
？　
　
　
　
　

中
町　

綾
子

　

志
賀
町
出
身
、
日
本
大
学
芸
術
学
部
放
送

学
科
教
授
、
中
町
綾
子
さ
ん
の
新
刊
で
す
。

　

取
り
調
べ
で
出
さ
れ
る
カ
ツ
丼
、
何
を

や
っ
て
も
さ
え
な
い
ヒ
ロ
イ
ン
・
・
・
実
際

に
目
に
し
た
こ
と
は
な
く
て
も
、
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
で
は
誰
も
が
一
度
は
見
た
こ
と
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。「
ベ
タ
な
表
現
」
が
ど
の

よ
う
に
生
ま
れ
、
定
着
し
て
き
た
か
を
社
会

背
景
や
制
作
事
情
か
ら
考
え
る
画
期
的
な
テ

レ
ビ
論
で
す
。

春
の
日
差
し
に
誘
わ
れ
て･･･

　

春
で
す
。
だ
い
ぶ
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
外
で
も
色
鮮
や
か
な
花
が
咲
き

始
め
る
季
節
の
到
来
で
す
。 

　

春
に
ち
な
ん
で
、
志
賀
町
立
図
書
館
で
は
〝
花
“
を
テ
ー
マ
に
花
の
育
て
方
や
生

け
花
の
本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
貸
出
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

志
賀
町
立
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
ど
も
読
書
の
日

　
　

ワ
ク
ワ
ク
お
は
な
し
会

日　

時　

４
月
23
日
（
土
）　

14
時
か
ら

場　

所　

志
賀
町
立
図
書
館

　
　
　
　
　

２
階
・
視
聴
覚
室

　

４
月
23
日
〜
５
月
12
日
は
「
こ
ど
も
の

読
書
週
間
」
で
す
。

　

図
書
館
で
は
「
こ
ど
も
読
書
の
日
」
を

記
念
し
て
、
楽
し
い
お
話
が
い
っ
ぱ
い
の

お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

親
子
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
!!
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17日㈰、29日㈷

●志賀町児童館
32-1724

町内 IP 8-32-1724
☎

　

３
月
６
日(

日)

、
１
年
間
の
児
童
館

活
動
の
集
大
成
と
し
て
児
童
館
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
。
約
２
５
０
人
の
親
子
が

来
館
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
、
か
わ
い

い
衣
装
に
元
気
い
っ
ぱ
い
の
バ
ト
ン
演

技
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
歌
あ
そ
び
を
交

え
て
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
（
く
ま
っ
こ

隊)

、
息
の
あ
っ
た
６
曲
メ
ド
レ
ー
の
オ

カ
リ
ナ
の
演
奏
（
か
も
め
、か
く
れ
ん
ぼ
）

な
ど
を
披
露
し
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
コ
ー
ナ
ー
（
く
じ
引
き
、

工
作
、
ゲ
ー
ム
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
た

こ
つ
り
、
お
ま
っ
ち
ゃ
、
乗
り
物
、
レ
ス

ト
ラ
ン)

で
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
体
験

し
た
り
、
お
は
ぎ
や
抹
茶
を
頂
い
た
り
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
頭
と
身
体
を
使

う
ゲ
ー
ム
、
楽
し
い
工
作
、
春
風
を
き
っ

て
走
る
ゴ
ー
カ
ー
ト
、
風
船
で
花
や
子
犬

を
作
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
た
こ
つ
り
な

ど
に
元
気
な
声
を
響
か
せ
な
が
ら
、
お
祭

り
の
よ
う
な
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

教
室
の
指
導
や
ご
協
力
い
た
だ
い
た
先

生
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
平
成

23
年
度
も
児
童
が
の
び
の
び
と
遊
び
、
も

の
作
り
を
体
験
で
き
る
児
童
館
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

パトカーにのったぞ、イエィ

メドレーでふいたよ 英語で歌遊びを披露 ( くまっこ隊 )

吹いてシュート作りに挑戦ストライクをねらって、それっ

友達とおはぎを食べたよ お茶をどうぞ！

なかなか入らないぞ !

うまく釣れるかな？ お花になるのかな？

みんなで楽しんだ児童館まつり

いろんな技ができるようになったよ
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平成23年度　町臨時職員等を募集します

教育長ホットニュース
学
校
図
書
館
司
書
を
増
員

　

学
校
図
書
館
司
書
は
、
司
書
資
格
を
持
ち

専
門
的
な
立
場
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
本
を

通
じ
て
「
知
」
へ
の
関
心
を
広
げ
る
こ
と
、

が
主
な
役
割
で
す
。

　

公
立
学
校
に
は
「
司
書
教
諭
」
の
資
格
を

持
っ
た
先
生
が
必
ず
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

学
級
担
任
、
他
の
担
当
兼
務
で
、
図
書
室
ま

で
手
が
回
ら
な
い
の
が
実
態
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
が
授
業
で
習
っ

た
こ
と
や
、
何
か
で
興
味
を
覚
え
た
こ
と
を

「
す
ぐ
調
べ
た
い
」
と
図
書
室
に
行
っ
て
も
、

誰
も
い
な
い
か
、
閉
ま
っ
て
い
る
こ
と
さ
え

あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
「
知
的
好
奇
心
」
や
「
興
味
」

を
感
じ
た
絶
好
の
機
会
を
逃
さ
ず
、
自
分
で

調
べ
た
り
、
司
書
に
調
べ
方
を
聞
い
た
り
、

関
連
図
書
を
紹
介
し
て
も
ら
う
に
は
、
図
書

室
が
常
に
開
い
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
知

的
な
た
ま
り
場
や
知
の
情
報
発
信
基
地
に
な

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
時
々
に
応
じ
て
本
の
入
れ
替

え
や
、
新
刊
書
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
読
み
聞

か
せ
な
ど
も
重
要
で
す
。

　

志
賀
町
で
は
新
年
度
に
１
人
増
員
し
、
２

人
体
制
に
充
実
い
た
し
ま
す
。

学
習
指
導
要
領

　
志
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

穴
田　
　

實

　

新
年
度
か
ら
、
小
学
校
で
は
新
し
い
「
学

習
指
導
要
領
」
に
基
づ
い
た
授
業
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

本
旨
は
、
読
む
・
書
く
・
計
算
す
る
・
伝

え
る
な
ど
、
社
会
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な

基
礎
・
基
本
を
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
身

に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
基
礎
・
基
本
を
元
に
し
て
、
実
生
活

の
中
で
必
要
に
応
じ
て
活
用
で
き
る
力
を
育

み
、
子
ど
も
た
ち
が
幅
広
い
知
識
や
柔
軟
な

思
考
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

今
回
の
改
訂
で
は
、重
点
項
目
と
し
て「
言

語
能
力
を
育
て
る
」
こ
と
、
国
語
の
み
な
ら

ず
各
教
科
を
横
断
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

言
語
活
動
は
知
的
活
動
の
基
盤
で
も
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
感
性
・
情
緒

の
面
か
ら
も
大
変
重
要
で
す
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
の
２

０
０
９
年
国
際
学
習
到
達
度
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ

Ａ
）
を
見
る
と
、「
実
生
活
で
知
識
や
技
能

を
ど
れ
だ
け
生
か
せ
る
か
」
を
測
る
こ
の
テ

ス
ト
で
、
次
の
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
本
の
高
校
１
年
生
た
ち
は
読
解
力
の
中
の

①
必
要
な
情
報
を
見
つ
け
て
取
り
出
す
②
統

合
・
解
釈
す
る
③
熟
考
・
評
価
す
る
、
の
能

力
の
な
か
で
も
②
や
③
の
分
野
、
複
数
の
内

容
を
関
連
付
け
て
考
え
た
り
す
る
こ
と
、
つ

ま
り
応
用
が
苦
手
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
小
学
校
高
学
年
（
５
・
６
年
）

で
も
外
国
語
が
必
修
と
な
り
ま
す
が
、
単
に

「
英
語
が
話
せ
る
」
で
は
な
く
、
生
き
る
力

と
し
て
の
《
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
》
を

大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
志
学

職　種 区分 人員 職務内容 応募資格など 勤務期間・時間 賃金

Ａ
保　育　士
（町内保育園）

嘱託員 6人
保育園の
保育業務

保育士資格を
有する人

H23.5.2 ～ H24.3.31
8:30 ～ 17:00
※変則勤務時間有

月額144,500円

Ｂ
郷土資料目録
作成事務

（町立図書館）

臨時職員 １人
郷土資料整理
および目録作
成などの業務

司書資格または郷
土資料整理に興味
のある人
（ワード・エクセ
ルが使える人）

H23.5.6 ～ H23.10.31
※雇用延長をする
　場合有
8:30 ～ 17:15
※変則勤務時間有

日額6,800円
（司書資格：有）
日額6,600円

（司書資格：無）

◇勤務条件　　詳細は総務課、富来支所に備え付けてある「志賀町臨時職員等募集要項」、または志賀町ホームペー

ジでご確認ください。

◇申込期間　　平成23年３月30日（水）から平成23年４月８日（金）

◇申込方法　・申込期間内に所定の申込用紙（総務課、富来支所で交付およびホームページでダウンロード）に必要

事項を記入し、必要書類を添付の上、志賀町役場総務課へ提出してください。

　　　　　　・郵送の場合は、封筒の表に「臨時職員申込書」と朱書きし、郵送してください。（当日消印有効）

◇選考方法　　面接試験により選考します。

◇選考試験　　期日：平成23年４月17日（日）　会場：志賀町役場（予定）

◇お問い合わせ先　総務課総務人事担当　☎32-9311

平成23年度　町臨時職員等を募集します  
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氏　

名

本　

籍

新
本
籍

⻆
田　
　

亮

福
島
県

大
阪
府

万
沢　

由
紀

高
浜
町

稲
岡
康
治
郎

徳　

田

徳　

田

山
本　

晴
美

愛
知
県

宮
崎　

辰
也

町

徳　

田

備
後　

裕
子

羽
咋
市

佐
田　

秀
嗣

尊　

保

尊　

保

中
瀬　

静
香

富
来
領
家
町

山
口　

将
祥

高
浜
町

高
浜
町

勝
田　

雪
惠

七
尾
市

坂
口　

祐
二

福
浦
港

福
浦
港

髙
橋　
　

愛

富
来
地
頭
町

野
﨑　

祐
介

上　

野

上　

野

野
﨑　

智
恵

上　

野

当番医名 住　所 電話番号 当番薬局 住　所

３日(日)
疋島クリニック（外・胃腸・内） 羽咋市旭町 22-1205

ヒ ラ バ 薬 局 羽咋市川原町
岩脇医院(耳鼻咽喉科） 羽咋市的場町 22-0131

10日(日)
向病院（外・内） 志賀町富来領家町 42-1151

高 田 薬 局 羽咋市川原町
おおの整形外科クリニック 羽咋市鶴多町 22-8858

17日(日)
河崎医院（外・胃腸・内） 志賀町高浜町 32-0019

カ ワ サ キ 薬 局 羽咋市旭町
平場内科クリニック 羽咋市中央町 22-0238

24日(日)
保志場医院（内） 羽咋市的場町 22-0125

赤 川 薬 局 志賀町末吉
松沼医院(内・小児） 宝達志水町敷波 29-3188

29日(祝)
金田内科医院 羽咋市千里浜町 22-2864

富来あおぞら薬局 志賀町富来地頭町
西村内科胃腸科クリニック 宝達志水町今浜 28-2033

※診療時間は、午前９時から正午までです。受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。
※休日夜間当番薬局　時間／午後８時～午前８時

４

【お 断 り】
　このコーナーは、当町で届け
出をし、希望者のみ掲載してい
ます。他市町村での届け出を予
定し、掲載を希望する場合は届
出書の余白に「広報掲載希望」
とお書きください。

2

総人口 23,351人

男 11,041人

女 12,310人

世帯数 8,094世帯

( ２月末現在)

氏　

名

保
護
者
名

本
籍
ま
た
は
住
所

寺
井　

健け
ん
と人

大
葉　

哲
て
っ
し
ょ
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ゆ裕

鹿
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樹

麻　

美
誠

宏　

美

和　

幸

由
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梨

省　

吾

有　

香

富
来
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町

高
浜
町

富
来
生
神

小　

浦

高
浜
町

長　

沢

松　

木
7

7

氏　

名

年　

齢

本
籍
ま
た
は
住
所
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田

和　

田

北
吉
田

直　

海
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留

高
浜
町

川　

尻

稲　

敷
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町

北
吉
田
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田

高
浜
町

矢　

田

西
海
風
戸

里
本
江

高
浜
町

梨
谷
小
山

北
吉
田

富
来
地
頭
町

矢　

駄

徳　

田

安
津
見

赤　

崎

西
海
風
無

梨
谷
小
山

笹　

波

里
本
江

東
小
室

赤　

住

西
海
千
ノ
浦

30

永
田　

政
良

秀
働　

つ
や

出
口
き
よ
い

寺
尾
彌
七
郎

長　
　

吉
野

中
島　

良
雄

星
野　

靜
子

砂
走　

キ
ヨ

寺
尾　
　

操

森
田
フ
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子

大
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信
治

櫻
井
と
し
子
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山
も
と
こ

稲
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の

田
村　

嘉
久

受
川　

勝
雄

大
門
き
よ
子

橋　
　

正
順
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正
一
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護

西
村
起
み
子

曽
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政
吉

平
川　

正
吉

綱
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𠮷

向
永
ま　

ゑ

新
谷
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よ
の
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幸
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よ
み

泉　
　

政
一

森　
　

あ
い
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このコーナーに掲載する写真を募集しています。子どもやペット、サークル
仲間の写真などコメントを添えて情報推進課まで送ってください。

４

　４月１日、町の理想やまちづくりの方向を明らかにし、町民一人ひとりが主体的、実践的にまちづく
りに関わるための行動目標となる町民憲章と町のシンボルとして「町花」「町木」が制定されました。
　町民憲章などは、区長会、女性団体、ＰＴＡなど各種団体の代表のみなさんによる町民憲章等策定
委員会で検討を重ね、町花・町木住民アンケートも実施するなど、委員会案を取りまとめていただき、
2月25日に小泉町長へ答申されたものです。町民のみなさんの町への愛着、まちづくりへの参画意欲、
町の一体感が高まることを願ってつくられました。
　今後は、町民憲章がみなさんに愛され親しまれるよう、普及と啓発に取り組んでいきます。

　私たち志賀町民は、雄大な日本海と緑かがやく山々に抱かれ、活力ある発展をしてきたふるさとを誇
りとし、魅力と笑顔にあふれ、未来に躍進するまちを創るためにこの憲章を定めます。

一、豊かな自然を大切にし、水とみどりの美しい町をつくります
　　自然環境の保護や環境保全、環境美化に努め、快適で安全なまちを次世代へ継承するものです。

一、思いやりとふれあいの心を育み、優しい町をつくります
　　お互いを尊重し、支え合い、協力しながら、交流と協働で明るく笑顔あふれるまちを創っていくものです。

一、学び合い、創造力豊かな人と文化を育てる町をつくります
　　伝統・文化を大切にし、教養を高め、将来のまちづくりを担う創造的な人と地域文化を育てるものです。

一、働くことに誇りと喜びをもち、活力ある町をつくります
　　夢や希望をもって働き、地域の振興に努め、活気と賑わいのあるまちを創造するものです。

一、スポーツに親しみ、健やかに暮らせる町をつくります
　　健康づくりに努め、医療・福祉環境などの充実により、安心して元気に暮らせるまちづくりを進めるものです。

町木に決まった「もちの木」 町花に決まった「はまなす」

68


